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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は日本人英語学習者の言語処理能力がどのように発達するかを調査することに
ある。第二言語における音節構造の習得が目標言語の単語分節能力と相関関係にあるかどうかを調査した。24年度で国
内および国外（ボストン）でデータ収集、25年度で分析及び、予備実験の発表を行った(大学英語教育学会第52回国際
大会: 平成25年8月京都大学）。26年度は本調査の結果を国際学会で発表し（Bias in Auditory Perception, Denmark,
 9月18日～20日）、国際学術誌に投稿した。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to investigate how Japanese learners of English 
develop their speech processing ability. In particular, I examined whether the acquisition of the L2 
syllable structure is related to the ability to segment words in the target language. I collected data in 
Japan and the U.S.A in 2012, and analyzed the results in 2013. I also presented the preliminary studies 
in domestic conferences. In 2014, I presented the results of this study at an international conference in 
Denmark.

研究分野：第二言語習得論

キーワード： 単語分節　音節構造　第二言語
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
国際化が進む現在、ますます英語でのコミ

ュニケーション能力が求められ、実践的な英

語能力を身につける教育が必要とされてい

る。流れる音声から単語を認識する能力は、

コミュニケーションの成功にとって重要な

要素である。特に、第二言語でコミュニケー

ションを図ろうとするとき、音響的手がかり

をもとに単語を認識するのは容易ではない。

学習者が何を母語から目標言語に転移する

のかという詳細な説明を加えることは、第二

言語の言語処理メカニズムの理解へ貢献す

ることができ、目標言語の音韻的特徴を学ぶ

学習者を支援することができると考える。 

第二言語における知覚に関する研究では、

どの第二言語音がなぜ知覚するのが難しい

のかという点に関心をよせてきた。これらの

研究においては、聞き手の第一言語が第二言

語の音韻知覚に強く影響することが報告さ

れており、目標言語の音韻と母語の音韻の間

の知覚的距離が第二言語の音の聞き分けに

影響を与えることが分かった。しかし、これ

までの実証研究は分節音の生成と知覚に偏

っている。一方、発話における知覚の単位は

音節レベルであり、言語によって知覚単位が

異なり、単語分節法略に影響を与えると報告

されている。音節構造の違う英語を日本人学

習者が学ぶとき、母語の知覚単位が英語のリ

スニングに大きく影響すると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本人英語学習者がどのよう

に単語分節能力を発達するかを調査する。特

に、これまで母語の音節構造が分節能力に影

響を与えるとの報告もあることから、第二言

語における音節構造の習得が目標言語の単

語分節能力と相関関係にあるのではないか

と予測する。一方、初級英語学習者にとって

は、音韻配列の生起制限が第二言語学習者の

言語処理に影響を与えると考えられるため、

この予測を検証したい。本研究で目標言語の

音素配列が第二言語学習者のリスニング能

力の発達の障害となっていることが分かれ

ば、英語教育において音節構造を教える重要

性を提言し、シラバス作成においても教授事

項の優先順位を提示することができると考

える。 

 
３．研究の方法 
探知課題を行った。Cutler & Norris(1988)

で英語母語話者はプロミネンスのおかれた

強勢で分節していることが報告されている

ので、強勢の要素も入れて、音素配列の変数

と比較した。 

（１） 刺激音 

目標音韻配列（CVC / CV)を含み、第一強

勢をもつ単語と持たない単語を各 10選出し、

4 つの異なる条件を持つ刺激音を作成した

（表１参照）。 

 

表１．目標単語および目標音韻配列 

no. stressed syllable target word version I version II
1 biscuit bis bi
2 bister bi bis
3 Bigfoot big bi
4 bicker bi bik
5 piddle pid pi
6 picnic pi pik
7 mote mote mou
8 niggle ni nig
9 picture pik pi
10 mosey mou mouz
11 beside bi bis
12 besiege bis bi
13 begin bi big
14 became bik bi
15 pedometer pi pid
16 pecan pik pi
17 motel mou mote
18 neglect nig ni
19 peculiar pi pik
20 mosaic mouz mou

first 

second

 

 

そしてフィラーの単語を４００選出（50%

第一音節に強勢、50%は第二音節に強勢 ）し

た。 

目標音韻配列例：CVC=bis  CV=bi  

目標単語例：biscuit  /  beside 

①強勢が第一音節にあり、目標音韻配列が第



一音節の音韻配列と一致している（目標単

語: biscuit; 目標音韻配列例：CVC = bis） 

②強勢が第一音節にあり、目標音韻配列が第

一音節の音韻配列と一部一致している（目標

単語:biscuit; 目標音韻配列例：CV = bi） 

③強勢が第二音節にあり、目標音韻配列が第

一音節と第二音節にまたがっている（目標

単語: beside； 目標音韻配列例：CVC = 

bis） 

④強勢が第二音節にあり、音節構造が第一音

節の構造と一致している（目標単語: beside； 

目標音韻配列例：CVC = bi） 

 

（２）実験デザイン 

①E-primeソフトウェアを使って日本語話者

と英語母語話者用にそれぞれ 2つのバージョ

ンの探知課題を作成した。それぞれのバージ

ョンは 40 の単語リストからできており、目

標単語を含む 20 のポジティブリストと含ま

ない 20 のネガティブリストで構成した。各

リストは 8～12の単語で構成された。目標単

語の位置は無作為に変えられているが、目標

単語を除けば、すべて同じ条件であった。 

 

②目標音韻配列の刺激音を聴覚的に提示す

ると同時に、目標音韻配列が 750ms 画面上

に視覚的に提示され、その後 750ms の空白

画面が続く。画面中央に”+”マークが現われて

いる間、リスト内の単語が音声で提示される

ようにプログラムを組んだ。 

 

③回答に対する反応が、音声リストが流れて

いる最中にされているかどうかによって異

なるように組んだ。音声リストが提示されて

いる間に回答されれば、次のリストへと飛ぶ。

もし参加者がリストの提示の最後まで反応

しなければ、画面上にそのリストが終わりだ

ということを告げるメッセージが提示され、

参加者はボタンを押して次のリストに移る

ように指示がされる。 

目標音韻配列の刺激音は、”Please listen 

for..”という音声指示のあとに提示され、1秒

語に音声リストがスタートする。音声リスト

内の単語感覚は 900ms である。英語母語話

者には指示が英語で書かれ、日本人参加者に

は日本語で書かれる。 

 

（３）実験参加者 

ボストン地域在住英語母語話者 20 名（平均

年齢 48.5歳）、日本人上級英語学習者 19名

（ TOEIC 平 均 ス コ ア 862 点 、

TOEFL(PBT)600点。主に大学レベルでの英

語教員や日本語教員。平研年齢 33.8歳）、日

本人初級英語学習者 20 名（英語圏での在住

経験のない、日本語を母語とする 19 歳から

22歳の学部生。）が参加した。アンケートか

ら聴覚の異常は報告されなかった。 

 

（４）実験手順 

①Ｉの実験に引き続き、実験参加者は静かな

部屋でコンピューターの前に座ってヘッド

フォンを装着する。 

②指示が画面上に提示され、実験参加者は目

標音韻配列の刺激音を聞いたら、できるだ

け素早く刺激反応ボックスの「1」を押して

反応するように指示される。実験参加者は、

目標刺激音を聞かなかったら、「5」のボタ

ンを押して続けるよう指示される。 
 
４．研究成果 

本研究は英語母語話者と習熟度の異なっ

た日本人英語学習者がどのように目標音節

を単語から聞き取るかを強勢の一の異なる

単語を使って調査した。表 2と図１は、異な

る 4つの条件における 3グループによる刺激

反応時間、表 3と図 2は、それぞれの条件で

4回聞いたうちのエラー数を示している。 

 

 

 

 



表２. 刺激反応時間 

group F-CV F- 

CVC 

S-CV S- 

CVC 

ES 747.9 

(140.1) 

554.0 

(114.2) 

871.5 

(156.0 

737.0 

(206.3) 

JH 579.2 

(201.0) 

445.7 

(127.9) 

744.6 

(238.4 

630.8 

(294.6) 

JL 600.6 

(224.7) 

439.9 

(186.1) 

748.2 

(247.9 

525.2 

(263.2) 

Note. (   )内の値は標準偏差を示す 

 

Table 3. 平均エラー数 

group F-CV F- 

CVC 

S-CV S- 

CVC 

ES 1.1 

(0.9) 

0.6 

(0.8) 

1.8 

(0.9) 

1.0 

(1.0) 

JH 1.5 

(1.2) 

1.0 

(0.7) 

1.6 

(1.1) 

1.3 

(1.0) 

JL 1.0 

(1.3) 

1.0 

(0.9) 

1.5 

(0.9) 

1.3 

(1.1) 

Note. 各条件、4回ずつ提示された. 

 

 

図１．刺激反応時間 

 

 
図 2．平均エラー数 

 

目標刺激音提示からの反応時間 を従属変数

として、3要因の分散分析を行った（3（グル

ープ）×2（刺激音の種類）×2（強勢の位置））。 

その結果、全てのグループが目標単語の強

勢が第一音節にあり、目標音節の音韻配列が

CVCのとき早く反応した。英語母語話者(ES)

は最も正確であったが、反応時間が最も遅か

った。日本人初級学習者（JL）は上級学習者

(JH)よりも正確性、速さが勝っていた。 

ES は目標音節が目標単語の第一音節と一

致していても、強勢がないと探知するのが困

難であった。強勢が英語母語話者の単語分節

を促進しているといえる。また、ES は目標

音節の尾子音が第二音節にまたがるとき(e.g., 

besiegeの[bis]) の方が、強勢のない第一音節

の一部のとき(e.g., bister の[bi]) よりも探知

するのが用意だった。言語処理の最小単位が

音節なので、ES は CVCを音韻配列に持つ単

語で CVを知覚するのが難しかったのかもし

れない。 

JL と JH は、反応時間とエラー数の点で

ESと同傾向を示した。Otake, Hatano, Cutler, 

and Mehler (1993) が日本語母語話者は単語

分節にモーラを用いると報告していること

から、本研究でも日本人グループは CV 構造

の音節を CVC 構造の音節よりも早く探知す

ると予測していた。モーラとは「日本語流の

長さの単位」（窪薗, 1998）で、撥音、促音、

長音といった特殊拍 を含むかな表記からも

音節との違いがみられる。JLと JHが共に CV

よりも CVC を速く、正確に分節できるとい

う結果を示したという結果は、かな表記より

もむしろモーラの心的等時性を用いたと考

えられる。日本人グループは CVC を 2 モー

ラと認識し、これに照応する音節を探したの

かもしれない。表４は頭子音＋核(CV)に対す

る尾子音(C)の割合を示している。  

第一音節に強勢を持つ目標単語の頭子音

に核を加えた平均持続時間は182.3 msだった

のに対し、尾子音の平均持続時間は 154.6 ms

で、その比率は 1.2 であった。第二音節に強

勢を持つ目標単語の場合は、頭子音に核を加

えた平均の長さは 147.8 ms (SD = 70.3) で尾



子音は 157.6 ms (SD = 52.1)で、その平均比率

は 1.4 だった。上記の比率が 1.2 と 1.4 であ

ったことから、日本人グループはそれぞれを

１単位とみなして以下可能性が残る。もしこ

の解釈が正しければ Otake et al. (1993) の主

張する日本人によるモーラベースの分節方

略を支持することとなる。ここでいうモーラ

は心的持続時間であり、音韻配列の制限が日

本人グループによる単語分節を妨げないと

いうこととなる。 

表 4. 頭子音＋核(CV)に対する尾子音(C)の

割合 
stress target word ratio

1 bister [bi] 115 [s] 180 1.6
2 bicker [bi] 84 [k] 128 1.5
3 picnic [pi] 144 [k] 156 1.1
4 mosey [mou] 338 [z] 187 0.6
5 biscuit [bi] 140 [s] 188 1.3
6 Bigfoot [bi] 127 [g] 129 1.0
7 piddle [pi] 186 [d] 40 0.2
8 mote [mou] 431 [t] 306 0.7
9 picture [pi] 121 [k] 173 1.4
10 niggle [ni] 137 [g] 59 0.4

182.3 154.6 1.0
11 beside [bi] 116 [s] 165 1.4
12 begin [bi] 126 [g] 83 0.7
13 pedometer [pi] 129 [d] 136 1.1
14 motel [mou] 260 [t] 190 0.7
15 neglect [ni] 218 [g] 86 0.4
16 peculiar [pi] 74 [k] 249 3.4
17 besiege [bi] 140 [s] 170 1.2
18 became [bi] 84 [k] 175 2.1
19 pecan [pi] 79 [k] 202 2.6
20 mosaic [mou] 252 [z] 120 0.5

147.8 157.6 1.4

onset +nucleus (ms)

mean

coda (ms)

first 

second

mean

 

 

さらに JL と JH の両グループが強勢が第

一音節にある単語により速く正確に反応し

ていた。尾子音が第二音節にまたがっている

場合であっても(e.g., besiege の[bis]) 強勢が

分節を促進していた。 これは強勢が音節を

音響的に際立ったものにし日本語母語話者

が目標音節を知覚する手助けをしたと考え

られる。また、本調査の目標音節の音声刺激

は英語母語話者によって個別に発音された

ものを使用したため、強勢が置かれて発音さ

れ、強勢のある音節により音響的に近かった

と考えられる。これも第一音節に強勢が置か

れた刺激音により速く正確に反応した理由

の一つとして考慮に入れる必要がある。 

  ES は目標音節を探知するのに最も時間が

かかったが、正解率は最も高かったという結

果は、英単語が使用されたので、第二言語と

して聞く他のグループと比べて、意味的要素

を考慮しながら音響情報と一致させたため

より多くの手順を踏んだからかもしれない。 

また、日本人グループの平均年齢（JLは学部

生、JHは 33.8歳）と比較して ESは高かった

ことも（48.5歳）反応時間が長くかかった原

因として考えなければならない。 

 一方、JLは最も速く単語を探知したが、最

も多くエラーが出た。JLは音響情報の一致の

みに集中したためと推測できる。JLは第二言

語における音韻カテゴリーが確立されてい

ないため、わずかな音響的差異に反応し、母

語話者にとっては同じ音韻カテゴリーに入

る音声も認識できなかったと考えられる。一

方、JHは英語の異音に関しての知識があると

考えられ、音響方法と言語知識を結びつかせ

ながら判断したため JL より時間がかかった

と考えられる。 

本研究は、母語の音韻配列制約が第二言語

習得に与える影響を調査した。強勢と音韻配

列の両方が分節方略に影響を与えていたが、

日本人グループは音節構造よりも等時性の

モーラ単位に頼り分節していることが結果

から予測された。さらに、初級学習者は音響

情報に頼り、同じ音韻カテゴリー内の音声的

バリエーションに対応できずにいた。JLと比

べると JH は音響情報を統合させ、異音にも

対応する能力を発達させていたと考えられ

る。英語母語話者の研究結果は先行研究と一

致していたが、反応時間が他のグループと比

較して長くかかった。さまざまな情報を包括

的に考慮し、正確に目的音節を探知するため

の処理時間および、年齢が影響を与えたと考

えられる。調査に影響を与える変数を除いた

被験者を集めることが今後の課題である。 

本調査の結果は、母語と第二言語の音韻配

列の差異が、言語処理の阻害要因になるので



はなく、日本語母語話者によるモーラ単位に

よる分節方略を支持する結果となった。今後

の調査として、日本語母語話者がどのように

非単語の音節を分節するのか、また言語習熟

度によってそれは異なるのかを解明し、第二

言語の言語処理メカニズムを明らかにした

い。 
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